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１．当四半期決算に関する定性的情報 

（１）経営成績に関する説明 

当第３四半期連結累計期間における業績は、主力事業である医薬品等ネットワーク事業及び

調剤薬局事業が堅調に推移したことから、売上高は47,782百万円（前年同四半期比18.1％増）

となりました。利益面につきましては、調剤薬局事業において処方箋応需枚数・処方箋単価が

順調に推移したこと及び株式給付信託（J-ESOP）の導入コストがなくなったこと等により経費

が抑制されたことから、営業利益2,016百万円（同36.6％増）、経常利益1,992百万円（同

44.5％増）、四半期純利益822百万円（同41.4％増）となりました。 

当第３四半期連結会計期間において、当社連結子会社である株式会社ファーマホールディン

グは、株式会社トータル・メディカルサービスの普通株式を公開買付けにより取得いたしまし

た。この結果、平成25年11月26日付で株式会社トータル・メディカルサービス及び同社の完全

子会社である株式会社さくらフーズ、株式会社ケイエムは当社連結子会社となりました。これ

により、調剤薬局事業において当社グループ薬局の拠点数が少なく、重点強化地域としていた

九州エリアでのドミナント形成が大きく進展いたしました。また、株式会社さくらフーズ及び

株式会社ケイエムが運営する病院・福祉施設内での給食事業の受託業務を、「給食事業」とし

て新たに報告セグメントの区分に追加することといたしました。 

セグメントの業績を示すと次のとおりであります。なお、各セグメントの売上高は、セグメ

ント間の内部売上高を含んでおります。 

①医薬品等ネットワーク事業

本事業に関しましては、中小薬局の新規加盟件数が順調に伸びたことに伴い受発注手数料収

入が増加したこと等により、売上高は2,148百万円（前年同四半期比9.9％増）、営業利益1,102

百万円（同20.4％増）となりました。 

なお、平成25年12月31日現在の医薬品ネットワーク加盟件数は、調剤薬局1,124店舗、27病・

医院の合計1,151件（前連結会計年度末比118件増）となりました。 

②調剤薬局事業

本事業に関しましては、新規出店及びＭ＆Ａにより店舗展開を行う一方、当第３四半期連結

累計期間においてグループ会社の吸収合併（５社）を行うことにより、間接部門をスリム化す

ることで、収益基盤の強化を図りました。 

出退店状況に関しましては、当第３四半期連結累計期間に調剤薬局13店舗を新規出店すると

ともに株式取得により５社（44店舗）、事業譲受けにより１店舗を取得する一方、３店舗を閉

鎖しました。これにより、平成25年12月31日現在の店舗数は、調剤薬局324店舗（休止中の１店

舗を除く）、ケアプランセンター１ヶ所、ドラッグストア12店舗となりました。 

既存店舗の売上が堅調に推移したことに加え、新規出店及び前連結会計年度にＭ＆Ａにより

取得した店舗の業績寄与等により、売上高は45,742百万円（前年同四半期比17.9％増）となり

ました。利益面につきましては、処方箋応需枚数・処方箋単価が順調に推移したこと及び株式

給付信託（J-ESOP）の導入コストがなくなったこと等により経費が抑制されたことから、営業
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利益1,830百万円（同47.2％増）となりました。 

③賃貸・設備関連事業

本事業に関しましては、不動産賃貸収入が増加したことにより、売上高は952百万円（前年同

四半期比16.2％増）となったものの、医療と介護の複合型施設として平成25年５月に開業した

サービス付き高齢者向け住宅「ウィステリア清田」（札幌市清田区）に関する減価償却費等の

費用が先行するため営業損失30百万円（前年同四半期は営業利益90百万円）となりました。 

なお、「ウィステリア清田」の入居件数は、平成25年12月31日現在、全75戸中44戸と概ね順

調に推移しております。 

④給食事業

本事業に関しましては、株式会社さくらフーズ及び株式会社ケイエムにおいて病院・福祉施

設内での給食事業受託業務を行っております。本事業の売上高は154百万円、営業損失０百万円

となりました。 

⑤その他事業

本事業に関しましては、株式会社エスエムオーメディシスが治験施設支援業務、株式会社ケ

イエムが医薬品卸事業を行っております。本事業の売上高は272百万円（前年同四半期比43.2％

増）、営業利益12百万円（同63.9％増）となりました。 

（２）財政状態に関する説明 

当第３四半期連結会計期間末における総資産は45,530百万円となり、前連結会計年度末に比

べ14,741百万円増加しました。 

流動資産は13,476百万円となり、前連結会計年度末に比べ5,205百万円の増加となりました。

主な要因は、現金及び預金並びに売掛金の増加によるものです。固定資産は32,053百万円とな

り、前連結会計年度末に比べ9,535百万円の増加となりました。主な要因は、賃貸・設備関連事

業における建物及び構築物、土地の増加並びに５社の株式取得、１店舗の事業譲受けによりの

れんが増加したことによるものです。 

負債の部は39,968百万円となり、前連結会計年度末に比べ15,415百万円の増加となりました。

流動負債は26,626百万円となり、前連結会計年度末に比べ12,250百万円の増加となりました。

主な要因は、買掛金並びに借入金の増加によるものです。固定負債は13,342百万円となり、前

連結会計年度末に比べ3,164百万円の増加となりました。主な要因は、長期借入金の増加による

ものです。 

また、純資産の部においては、5,562百万円となり、前連結会計年度末に比べ673百万円の減

少となりました。主な要因は自己株式取得等によるものです。 
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（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 

平成25年11月１日に発表した連結業績予想に変更はありません。 

２．サマリー情報（注記事項）に関する事項 

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 

前連結会計年度末において当社の連結子会社であった株式会社エムエムネットは平成25年７

月１日に当社を存続会社とし、株式会社エムエムネットを消滅会社とする吸収合併を行ったこ

とにより、第２四半期連結会計期間より連結の範囲から除外しております。 

また、当第３四半期連結会計期間において、当社連結子会社である株式会社ファーマホール

ディングが平成25年11月26日付で株式公開買付けにより株式会社トータル・メディカルサービ

スの株式98.96％を取得したことに伴い、同社及び同社の完全子会社である株式会社さくらフー

ズ、株式会社ケイエムを新たに連結の範囲に含めております。なお、株式会社トータル・メデ

ィカルサービス、株式会社さくらフーズ及び株式会社ケイエムは特定子会社に該当いたします。 

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

該当事項はありません。 

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

該当事項はありません。 
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項 

（継続企業の前提に関する注記） 

該当事項はありません。 

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記） 

当社は、平成25年５月２日開催の取締役会決議に基づき、自己株式の取得を行いました。この取得

等により、自己株式は当第３四半期連結累計期間において、1,135,844千円増加し、当第３四半期連結

会計期間末において、1,180,893千円となっております。 

 

（セグメント情報等） 

Ⅰ 前第３四半期連結累計期間（自  平成24年４月１日  至  平成24年12月31日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

（単位：千円） 

 

報告セグメント 
調整額 
(注)１ 

四半期連結 
損益計算書 
計上額 
(注)２ 

医薬品等 
ネットワー
ク事業 

調剤薬局 
事業 

賃貸・設備 
関連事業 

給食 
事業 

その他 
事業 

計 

売上高         

  外部顧客へ
の売上高 

913,143 38,801,174 546,414 － 190,318 40,451,051 － 40,451,051 

  セグメント
間の内部 

 売上高又は
振替高 

1,041,195 3,354 273,029 － － 1,317,579 △1,317,579 － 

計 1,954,339 38,804,528 819,443 － 190,318 41,768,630 △1,317,579 40,451,051 

セグメント 
利益 

915,812 1,243,696 90,882 － 7,425 2,257,817 △781,708 1,476,108 

 (注)１．セグメント利益の調整額△781,708千円には、セグメント間取引消去△55,302千円、各報告セグメント

に配分していない全社費用△726,405千円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰

属しない全社的一般経費であります。 

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

 （のれんの金額の重要な変動） 

「調剤薬局事業」セグメントにおいて、調剤薬局事業会社５社の全株式を取得し、連結子会社と

したこと等により、のれんの金額に重要な変動が生じております。 

なお、当該事象によるのれんの増加額は、当第３四半期連結累計期間においては3,518,180千円で

あります。 
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Ⅱ 当第３四半期連結累計期間（自  平成25年４月１日  至  平成25年12月31日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 
（単位：千円） 

 

報告セグメント 
調整額 
(注)１ 

四半期連結 
損益計算書 
計上額 
(注)２ 

医薬品等 
ネットワー
ク事業 

調剤薬局 
事業 

賃貸・設備 
関連事業 

給食 
事業 

その他 
事業 

計 

売上高         

  外部顧客へ
の売上高 

982,043 45,739,664 634,720 154,638 271,584 47,782,650 － 47,782,650 

  セグメント
間の内部 

 売上高又は
振替高 

1,166,450 3,157 317,643 － 1,036 1,488,288 △1,488,288 － 

計 2,148,494 45,742,822 952,363 154,638 272,620 49,270,939 △1,488,288 47,782,650 

セグメント 
利益又は損失 
（△） 

1,102,415 1,830,350 △30,877 △514 12,174 2,913,547 △896,714 2,016,832 

 (注)１．セグメント利益又は損失の調整額△896,714千円には、セグメント間取引消去△22,124千円、各報告セ

グメントに配分していない全社費用△874,590千円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメ

ントに帰属しない全社的一般経費であります。 

２．セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 

 

２．報告セグメントごとの資産に関する情報 

 （子会社の取得による資産の著しい増加） 

当第３四半期連結累計期間において、調剤薬局事業会社５社の株式を取得し、連結子会社とした

こと等により、前連結会計年度の末日に比べ、「調剤薬局事業」のセグメント資産が10,825,658千

円増加しております。 

 

３. 報告セグメントの変更等に関する事項 

株式会社トータル・メディカルサービスの普通株式を公開買付けで取得し、同社及び同社の完全

子会社である株式会社さくらフーズ及び株式会社ケイエムを連結子会社化したことに伴い、当第３

四半期連結会計期間より「給食事業」を報告セグメントに追加しております。 

なお、前第３四半期連結累計期間のセグメント情報は、当第３四半期連結累計期間の区分方法に

より作成したものを開示しております。 

 

４．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

 （のれんの金額の重要な変動） 

「医薬品等ネットワーク事業」セグメントにおいて、株式会社エムエムネットの全株式を取得し

たことにより、のれんの金額に重要な変動が生じております。 

なお、当該事象によるのれんの増加額は、当第３四半期連結累計期間においては247,788千円であ

ります。 

「調剤薬局事業」セグメントにおいて、調剤薬局事業会社５社の株式を取得し、連結子会社とし

たこと等により、のれんの金額に重要な変動が生じております。 

なお、当該事象によるのれんの増加額は、当第３四半期連結累計期間においては4,496,338千円で

あります。 
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（企業結合等関係） 

当第３四半期連結会計期間（自 平成25年10月１日 至 平成25年12月31日） 

取得による企業結合  

(1) 企業結合の概要 

① 被取得企業の名称及び事業の内容 

   被取得企業の名称 株式会社トータル・メディカルサービス 

  事業の内容    調剤薬局事業及びメディカルサポート事業 

② 企業結合を行った主な理由 

   重点強化地域としている九州での店舗拡充及びブランド力向上に資し、人財確保等一層の経営基

盤拡充の効果が見込まれるため。 

③ 企業結合日 

  平成25年11月26日 

④ 企業結合の法的形式 

  株式取得 

⑤ 結合後企業の名称 

  株式会社トータル・メディカルサービス 

⑥ 取得した議決権比率 

  98.96％ 

⑦ 取得企業を決定するに至った主な根拠 

連結子会社である株式会社ファーマホールディングによる現金を対価とする株式取得であること。 

(2) 四半期連結累計期間に係る四半期連結損益計算書に含まれる被取得企業の業績の期間 

 平成25年12月１日から平成25年12月31日まで 

(3) 被取得企業の取得原価及びその内訳 

 取得の対価       4,704,806千円 

 取得に直接要した費用   398,743千円 

 取得原価        5,103,549千円 

（注） 全て現金で支出しております。 

(4) 発生したのれんの金額、発生原因、償却方法及び償却期間 

① 発生したのれんの金額 

3,831,056千円 

② 発生原因 

企業結合時の時価純資産が取得原価を下回ったため、その差額をのれんとして認識しております。 

③ 償却方法及び償却期間 

20年間で均等償却 
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